Siegfrieds Liebe und Tod : unter einem japanischen Gesichtspunkt by 金成 陽一


































ジークフリート － その愛と死 
－ 日本の視点から －（２） 








  賞を獲得しようと思ったのだが、強剛なるジーフリトが 

























  今でも度々その例が見られる。殺人の下手人が死骸のそばへ寄ると、 
  傷口からまた血が流れ出るのである。この場合にも同じ事が起こり、 
  殺人の罪はハゲネにあることが分明となったのだ。」(1044) 
 ジークフリートの傷口は、殺害時のように盛んに血を噴き出したのであった。ヨーロッパ中世にお
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ジークフリート － その愛と死 
     しきなべて 我こそ坐
ま
せ。   我こそは 告
の
らめ。 家をも 名をも。 














































































































































































ジークフリート － その愛と死 
ただけに、嫉妬心もますます大きくなっていったのに違いない。肉親や親しい仲間同士の決裂は、得
てして｢骨肉の争い｣ということになり易いものだ。 
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